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◀人の動き▶
人　口  17,903人

　男　  8,513 人

　女　  9,390 人

世帯数  6,664世帯
 1 月 1 日現在

1月8日 町民文化会館

1月4日 ふれあいセンターなんとう

南伊勢町議会開催 ･････････････････････････②・③

確定申告の季節です ･･･････････････････････④・⑤

老人保健制度ほか ･････････････････････････⑥・⑦

防災講演会のお知らせほか ･････････････････⑧・⑨

祝新成人ほか ･････････････････････････････⑩・⑪

くらしの情報 ･････････････････････････････⑫・⑬

町立南伊勢病院からのお知らせ ･････････････････⑭
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南
伊
勢
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
き
等
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

　　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

公
の
施
設
の
管
理
を
、
町
が
指
定

す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
委
託

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
必
要
な
規
定
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

南
伊
勢
町
議
会
開
催

南
伊
勢
町
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
基
づ

き
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

財
産
取
得
に
つ
い
て

1
．
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地

目
、
地
積

　

平
成
17
年
第
1
回
南
伊
勢
町
議
会（
第
1
回
定
例
会
）が

12
月
13
日
〜
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
上
程
議
案
は

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 南

伊
勢
町
神
前
浦
字
大
中

ノ
輪
3
1
6
番
1

宅
地　

5
9
5
・
5
9
㎡

2
．
買
収
の
目
的

神
前
浦
漁
港
漁
業
集
落
環

境
整
備
事
業
集
落
排
水
処

理
施
設

3
．
買
収
の
方
法

随
意
契
約

4
．
買
収
の
予
定
価
格

1
1
3
1
万
6
2
1
0
円

地
方
自
治
法
第
96
条
第
1

項
第
8
号
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
に
付
す
る
も

の
で
あ
る
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ

い
て

　

南
伊
勢
町
東
宮
字
石
渕
に
編
入

す
る
区
域

　

南
伊
勢
町
東
宮
字
小
井
戸

3
3
9
4
の
1

　

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
第
2
6
0
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て慥

柄
東
新
道
線

内
瀬
河
川
公
園
線

北
河
内
石
光
浦
線

町
道
路
線
の
認
定
を
す
る
た

め
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す

る
。
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三
重
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て

　

津
市
、
久
居
市
、
安
芸
郡
河
芸

町
、
同
郡
芸
濃
町
、
同
郡
安
濃
町
、

同
郡
美
里
村
、
一
志
郡
白
山
町
、

同
郡
一
志
町
、
同
郡
香
良
洲
町
及

び
同
郡
美
杉
村
を
廃
し
そ
の
区
域

を
も
っ
て
「
津
市
」
を
、
ま
た
多

気
郡
多
気
町
及
び
同
郡
勢
和
村
を

廃
し
そ
の
区
域
を
も
っ
て
「
多
気

町
」
を
、
平
成
18
年
1
月
1
日
に

夫
々
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
久
居

市
以
下
の
合
併
関
係
市
町
村
及
び

当
該
合
併
に
よ
り
解
散
す
る
一
部

事
務
組
合
等
の
脱
退
に
つ
い
て
協

議
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
提

案
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
重
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
増
加
及
び
三
重
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

津
市
、
久
居
市
、
安
芸
郡
河
芸

町
、
同
郡
芸
濃
町
、
同
郡
安
濃
町
、

同
郡
美
里
村
、
一
志
郡
白
山
町
、

同
郡
一
志
町
、
同
郡
香
良
洲
町
及

び
同
郡
美
杉
村
を
廃
し
そ
の
区
域

を
も
っ
て
「
津
市
」
を
、
ま
た
多

気
郡
多
気
町
及
び
同
郡
勢
和
村
を

廃
し
そ
の
区
域
を
も
っ
て
「
多
気

町
」
を
夫
々
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
多
気
町
に
お
い
て
は
合
併
後

も
引
き
続
き
常
勤
の
職
員
の
退
職

手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
務
を
、

津
市
に
お
い
て
は
退
職
手
当
組
合

を
組
織
し
て
い
た
旧
1
市
8
町
村

及
び
一
部
事
務
組
合
等
の
常
勤
の

職
員
の
退
職
手
当
の
支
給
に
関
す

る
事
務
を
引
き
続
き
共
同
処
理
す

る
た
め
に
平
成
18
年
1
月
1
日
か

ら
三
重
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
に
加
入
す
る
こ
と
及
び
組
合

規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
議
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
提

案
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
重
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て

　

多
気
郡
大
台
町
及
び
同
郡
宮

川
村
を
廃
し
そ
の
区
域
を
も
っ

て
「
大
台
町
」
を
、
南
牟
婁
郡
紀

宝
町
及
び
同
郡
鵜
殿
村
を
廃
し
そ

の
区
域
を
も
っ
て
「
紀
宝
町
」
を
、

平
成
18
年
1
月
10
日
に
夫
々
設
置

す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
4
町
村
の

脱
退
及
び
関
係
一
部
事
務
組
合
の

解
散
に
よ
る
脱
退
に
つ
い
て
、
協

議
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
提
案

す
る
も
の
で
あ
る
。

三
重
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
増
加
及
び
三
重
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

多
気
郡
大
台
町
及
び
同
郡
宮
川

村
を
廃
し
そ
の
区
域
を
も
っ
て

「
大
台
町
」
を
、
ま
た
南
牟
婁
郡

紀
宝
町
及
び
同
郡
鵜
殿
村
を
廃
し

そ
の
区
域
を
も
っ
て
「
紀
宝
町
」

を
、
平
成
18
年
1
月
10
日
に
夫
々

設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
三
重
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
引

き
続
き
加
入
す
る
こ
と
及
び
こ
れ

に
伴
う
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
協
議
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

伊
勢
地
域
農
業
共
済
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

度
会
郡
南
勢
町
及
び
同
郡
南
島

町
が
廃
止
さ
れ
、
平
成
17
年
10
月

1
日
か
ら
同
区
域
を
も
っ
て
南
伊

勢
町
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
伊
勢

市
、
度
会
郡
二
見
町
、
同
郡
小
俣

町
及
び
同
郡
御
薗
村
が
廃
止
さ
れ
、

平
成
17
年
11
月
1
日
か
ら
同
区
域

を
も
っ
て
伊
勢
市
が
設
置
さ
れ
た

た
め
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
40
年
法
律
第

6
号
）
第
9
条
の
3
第
1
項
及
び

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
第
2
8
6
条
第
1
項
の
規

定
に
よ
り
、
伊
勢
地
域
農
業
共
済

事
務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て
協
議
し
た
い
の
で
、
地

方
自
治
法
第
2
9
0
条
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

紀
勢
地
区
広
域
消
防
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　

こ
の
協
議
は
、
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
9
条
の

2
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
、

同
条
第
2
項
に
お
い
て
準
用
す
る

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
第
2
9
0
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る
た
め
、

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
諮
問
】

•
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

吉
田
佳
知
子

　

委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
諮
問

す
る
。

【
同
意
】

•
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

岡
井　

永
光

　

荘
司　

剛
直

　

南
伊
勢
町
発
足
に
伴
い
、
新
た

に
監
査
委
員
を
選
任
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
。

•
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
つ
い
て

萩
原　

重
郎

山
本　

展

中
村　

知
廣

堀
江　

耕
吉

森
本　

秀
和

梅
村　

啓
一

　

南
伊
勢
町
発
足
に
伴
い
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
新
た

に
選
任
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

【
発
議
】

•
道
路
整
備
の
促
進
及
び
道
路
特

定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書（
案
）
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確
定
申
告
の
季
節
で
す

確
定
申
告
の
季
節
で
す
2
16

3
15

木

水

　

確
定
申
告
の
季
節
で
す
。
個
人
事
業
主
の
方
は
こ
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
?　

申
告
は
1
年
の
総
決
算
で
す
。
お
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
さ
て
一
服
と
思

わ
ず
に
早
い
内
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
『
確
定
申
告
の
手
引
き
』
な
ど
を
参
考

に
〝
節
税
〞
に
つ
い
て
も
勉
強
さ
れ
て
み
て
は
…
。

　

伊
勢
税
務
署
・
町
税
務
課
で
は
「
所
得
税
」
と
「
町
県
民
税
」
の
申
告
納
税
相
談
を
2
月

16
日（
木
）か
ら
3
月
15
日（
水
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
左
記
の
日
程
表
の
と
お
り
各
地
区
に

て
会
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
所
得
税（
町
県
民
税
）と
は
…
》

　

所
得
税
は
、
税
法
に
従
っ
て
自
ら
自
分
の

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、

納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
申
告
期
限
が
過
ぎ

て
か
ら
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
て
も
、
町

県
民
税
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
一
度
申
告
会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
申
告
が
必
要
な
人
と
は
…
》

　

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

は
主
に
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

②
給
与
の
年
間
収
入
が
2
，0
0
0
万
円
を

超
え
る
人（
所
得
税
）

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る

給
与
の
収
入
額
と
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人（
所
得
税
）

④
申
告
書
が
届
い
た
人
。
ま
た
、
申
告
書
が

届
か
な
く
て
も
、
平
成
18
年
1
月
1
日
現

在
、
南
伊
勢
町
に
住
ん
で
い
て
平
成
17
年

中
に
少
し
で
も
所
得
が
あ
っ
た
人

《
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税
》

　

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
所
得
に
な
り

ま
す
。
給
与
収
入
が
1
0
3
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
扶
養
控
除（
配
偶
者
控
除
）の
対
象
と
な

り
、
自
身
に
も
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

《
申
告
に
必
要
な
主
な
も
の
》

①
申
告
書

②
源
泉
徴
収
票（
コ
ピ
ー
は
使
え
ま
せ
ん
）

③
所
得
金
額
の
計
算
に
必
要
な
、
収
入
金
額

や
必
要
経
費
な
ど
の
わ
か
る
書
類

④
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
個
人
年
金

な
ど
の
証
明
書

⑤
医
療
費
の
領
収
書

⑥
印
鑑
及
び
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

ここがポイントここがポイントここがポイント
＜税金がかからないから、
　申告をしなくてもよいのですか…＞
　所得が一定額より少なくて、所得税の
申告が必要のない方も町県民税の申告書
は提出してください。
＜所得税も町県民税も申告しないでおくと…＞
　国民健康保険税（料）の軽減対象になれ
なかったり、保育所の保育料が違ってし
まったり、児童手当の申請ができなかっ
たり、所得証明が発行できないなどとい
うことになります。
＜土地や建物を売ったら…＞
　土地や建物を売った場合は、譲渡所得
としての申告が必要となります。
※詳しくは、伊勢税務署 資産税部門
　（☎0596－28－3191）まで
＜お金を借りて家を建てた、または、
　お医者さんに多額の医療費を支払ったら…＞
　住宅借入金などの特別控除には、契約
書、登記簿、借入金残高証明など、医療
費控除には医療機関の領収書が必要です。

̶̶

 

確
定
申
告
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は 

̶̶

　
〝
税
〞
と
い
う
言
葉
を
聞
く
だ
け
で
、「
税
金
の
計
算
は
わ
か
ら
な
い
」「
難
し
い

の
で
申
告
会
場
で
…
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
〝
税
〞
に
対
し
拒
否

反
応
を
示
さ
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
見
え
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
記
載
例
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
自
分
で

書
い
て
み
る
と
意
外
と
簡
単
に
申
告
書
は
作
成
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
申
告
納
税
相
談
で
は
、
納
税
者
ご
自
身
が
申
告
書
や
収
支
内

訳
書
を
作
成
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
税
務
職
員
が
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
税
務
職
員
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
代
筆
は
行
い
ま
せ
ん
。

̶̶

 

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
! 

̶̶
　

確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
所
得
税
」「
町
県
民
税
」の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
!
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申告納税相談日程表
【旧南勢町】
月日（曜日）納税相談時間 納税相談地区 納税相談会場

2月16日（木） 9：30～16：00 宿浦 宿浦区民センター

2月17日（金） 9：30～16：00 宿浦 宿浦区民センター

2月20日（月） 9：00～16：00
五ヶ所浦・
飯満・切原・
船越・中津浜浦

南伊勢町役場南勢庁舎

2月21日（火） 9：00～16：00
迫間浦・礫浦・
相賀浦

南伊勢町役場南勢庁舎

2月22日（水） 9：30～16：00 田曽浦 田曽浦漁村センター

2月23日（木） 9：30～16：00 田曽浦 田曽浦漁村センター

2月24日（金）
 9：30～15：00 切原 切原公民館

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

2月27日（月）
 9：30～15：00 船越 船越公民館

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

2月28日（火）
 9：30～15：00 中津浜浦 中津浜浦漁村センター

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月1日（水）
 9：30～15：00 内瀬 内瀬多目的集会所

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月2日（木）
 9：30～15：00 伊勢路 伊勢路多目的集会施設

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月3日（金）

 9：00～11：00 斎田 斎田多目的集会施設

13：00～15：00 押渕・始神 押渕公民館

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月6日（月）

 9：00～11：00 下津浦 下津浦生活改善センター

13：00～15：00 木谷 木谷の館

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月7日（火）

 9：00～11：00 神津佐 神津佐公民館

13：00～15：00 泉 泉地区農業研修施設

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月8日（水）
 9：30～15：00 礫浦 礫浦漁民センター

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月9日（木）
 9：30～15：00 相賀浦 くまの灘漁協相賀浦支部

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月10日（金）
 9：30～15：00 迫間浦 くまの灘漁協迫間浦支部

 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

3月13日（月） 9：00～16：00 五ヶ所浦・飯満 南伊勢町役場南勢庁舎

3月14日（火） 9：00～16：00 五ヶ所浦・飯満 南伊勢町役場南勢庁舎

3月15日（水） 9：00～16：00 全地区 南伊勢町役場南勢庁舎

【旧南島町】
月日（曜日）納税相談時間 納税相談地区 納税相談会場

2月16日（木） 9：00～15：30 神前浦 南伊勢町役場南島庁舎

2月17日（金） 9：00～15：30 神前浦 南伊勢町役場南島庁舎

2月20日（月） 9：00～15：30 慥柄浦 慥柄浦集会所

2月21日（火） 9：00～15：30 贄浦 第二公民館(贄浦)

2月22日（水） 9：00～15：30 贄浦 第二公民館(贄浦)

2月23日（木） 9：00～15：30 阿曽浦 阿曽浦合同ビル

2月24日（金） 9：00～15：30 阿曽浦 阿曽浦合同ビル

2月27日（月） 9：00～15：30 阿曽浦 阿曽浦合同ビル

2月28日（火）
 9：00～12：00 村山 村山多目的集会施設

13：30～15：30 道行竈 道行竈生活改善センタ－

3月1日（水）

 9：00～12：00 道方 道方生活改善センタ－

13：30～15：30
大江 大江公民館

大方竈 大方竈生活改善センタ－

3月2日（木） 9：00～15：30 奈屋浦 奈屋浦多目的集会施設

3月3日（金） 9：00～15：30 奈屋浦 奈屋浦多目的集会施設

3月6日（月） 9：00～15：30 東宮 東宮区務所

3月7日（火）
 9：00～12：00 伊勢地 伊勢地多目的集会施設

13：30～15：30 河内 河内多目的集会施設

3月8日（水）
 9：00～12：00 小方竈 小方竈多目的集会施設

13：30～15：30 方座浦 くまの灘漁協方座浦支部

3月9日（木） 9：00～15：30 方座浦 くまの灘漁協方座浦支部

3月10日（金）
 9：00～11：00 棚橋竈・新桑竈 憩いの家（棚橋竈）

13：00～15：30 村山 村山生活改善センター

3月13日（月） 9：00～15：30 栃木竈・古和浦 第一公民館（古和浦）

3月14日（火） 9：00～15：30 古和浦 第一公民館（古和浦）

3月15日（水） 9：00～15：30 南島町全域 南伊勢町役場南島庁舎

※詳しくは、
　伊勢税務署（☎0596-28-3191）
　または、
　南伊勢町役場
　南勢庁舎税務課（☎0599-66-1112）
　南島庁舎地域サービスセンター総務室
　　　　　　　　（☎0596-77-1111）
　　　　　　　　　　　　　　　　まで
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住民保険課
☎0599-66-1116

老人保健制度
　老人保健制度は、高齢者が安心して医療を受けられるよ
うに、国民みんなで医療費を出し合う制度です。
　近年、老人医療費が年々増えつづけていて、平成16年
度の支出金額は28億9053万円で、一人あたり年間医療費
が71万2千円（三重県内平均65万円）となっています。
　老人医療が増える主な原因のひとつが生活習慣病の増加
です。高齢になると高血圧症、高脂血症、心臓病、糖尿病、
といった生活習慣病をかかえる人が増えてきています。生
活習慣病は、完治が難しく他の病気も併発しやすいため、
通院や入院などの療養期間も長くなります。
　生活習慣病は、気がつかないうちに進行している事が多
いものです。年に一度は健康診断を受け早期に発見し治療
へと結びつけましょう。また、正しい生活習慣を身につけ
健康維持に留意することが健康寿命を延ばし、ひいては医
療費の節減につながります。

健
康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証
は
大
切
に
！

　

健
康
手
帳
に
は
、
健
康
管
理
に
役
立
つ
記
録
や
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
医
療
受
給
者
証
」
は
、
老
人

保
健
で
医
療
機
関
に
か
か
る
た
め
の
証
明
書
で
す
。
診

察
の
時
に
は
忘
れ
ず
に
「
医
療
受
給
者
証
」・「
健
康
保

険
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
に
は
、「
新
し
い
保
険
証
」・「
印
鑑
」
を
お
持
ち

の
上
、
直
ち
に
役
場
住
民
保
険
課
ま
た
は
南
島
庁
舎
住

民
室
、
各
出
張
所
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

年度 町 受給者数 年間の医療費 伸率
年間一人あたり
の医療費

年間伸率
県下順位

15
旧南勢町 2,310 15億7,834万円 －5.1％ 683,000 62
旧南島町 1,934 13億  752万円 －5.7％ 676,000 17
計 4,244 28億8,586万円 －5.4％ 679,000

老人医療費の推移

年度 町 受給者数 年間の医療費 伸率
年間一人あたり
の医療費

年間伸率
県下順位

16
旧南勢町 2,214 16億   47万円 　1.4％ 722,000 11
旧南島町 1,842 12億9,006万円 －1.3％ 700,000 26
計 4,056 28億9,053万円 　0.2％ 712,000

国民健康保険・老人保健からお願い

事故にあったら まず届出しましょう！
　交通事故や、第三者の行為によってケガをした場合、国保・老保で医療を受けようとするときは、
必ず国保・老保の窓口に届け出てください。（誤って自分でケガをしてしまったときも届け出てください。）

医療費は加害者が負担
　交通事故などで傷害を受けた場合、その医療費は原則として加害者が負担すべきものです。したがっ
て保険診療した場合、医療費は国保・老保が一時立て替えて支払い、のちに国保・老保がその医療費を
加害者に請求することになります。

届出は示談の前に！
　国保に届け出る前に示談にすると、加害者に費用を請求できなくなる場合があります。必ず示談にす
る前に届け出てください。
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□図書館開放予定日　2月カレンダー

南伊勢高校だより南伊勢高校だより
□中高合同生徒本部会交流会　開催
　南勢中学校にて、12月 7 日（水）に中高合同生徒会本部交流会を行い
ました。南伊勢高校南勢校舎と南勢中学校の生徒会執行部の生徒13名
が参加し、今後できる交流の内容や毎年行っている合同清掃活動等に
ついての意見が交わされました。両校の情報交換もでき、お互いに新
しい発見や気付きがあったのではないでしょうか。今後の取り組みが
楽しみです。

□南島高校・南伊勢高校南島校舎　環境学習実施
　去る 12月12日（月）に三重大学よりサンガ・ンゴイ・カザディ教授に
来て頂き環境について講演を行って頂きました。僕も前から環境の悪
化については知っており、資源はなるべく浪費しないよう気をつけて
いました。リサイクルなどの意識もある程度持っているつもりでした。
　今回のサンガ教授の講話を聞かせて頂き、自然の尊さと全生物の平
等について改めて再確認できました。僕達一人一人が今の地球の置か
れている状況をよく理解し、何をしなければならないか、それを具体
的に実行することが大切なんだとわかりました。
　先生の講話の中で、人間は唯一環境を変えることができる生物だという言葉が印象に残りました。
全くその通りだと思います。そうならば、僕達は誰かがやってくれるとか、後でやればいいなどとい
う消極的な態度ではなく、一人一人の力を合わせて積極的に行動しなくてはならないのだと思います。
　誰もが自然や環境と密接に関わっており、無関係ではあり得ないのです。そのことをしっかり自
覚し、今までの過去と現在を目を逸らすことなく見つめ、その上で「未来」を作っていくことが大
切なのです。その未来とは、教授の仰ったとおり「汚」ではなく「清」の未来を作りたいと思いま
した。（ 1 年生　男子生徒）

□南勢高校・南伊勢高校南勢校舎「開かれた学校づくり」支援事業　公開研究会開催
　12月14日に公開授業・研究協議会を行いました。各学年の人権学習
の様子を見ていただき、またその後の研究協議会で授業の様子や南勢
高校・南勢校舎の取り組みについて協議を行いました。本校の基本テ
ーマである『一人ひとりを大切に～思いやりの心と仲間づくり～』が
よく生かされた取り組みだったと思います。この事業は南島校舎でも
2 月17日に予定されています。

月 火 木 金
2 3
◆ ○

6 7 9 10
× × × ◆
13 14 16 17
◆ ◆ ◆ ◆
20 21 23 24
◆ ◆ ◆ ×
27 28
◆ ◎

◎13:00～17:00
○15:40～17:00
◆12：35～13：15、15：40～17：00
×地域開放日ではありません

・開館日は会議出張等で変更することがあります。
　ご了承ください。

ホームページにて南勢校舎図書館の活動を紹介しています。
http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

月 火 木 金
2 3
○ ○

6 7 9 10
○ × × ×
13 14 16 17
○ ○ ○ ○
20 21 23 24
○ ○ ○ ○
27 28
× ×

南勢校舎図書館 南島校舎図書館
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防災講演会のお知らせ
　巨大地震が発生したときに備え、東海・東南海・南海地震が
起こるメカニズムやどんな被害をもたらすかを町民のみなさん
一人ひとりが学び、正しい知識をもっておくことが被害を最小
限に抑える手助けになるのではないでしょうか？
　ぜひ、この機会に、迫りくる地震の危険に私たちはどう備え
るか、また、災害時に日頃の地域のつながりがいかに大切かと
いうことを再確認する意味からも講演会に参加しましょう。

○2月12日（日）午後1時30分～午後3時00分

会　　　場：南伊勢町町民文化会館（五ヶ所浦）

講　　　師：財団法人　阪神・淡路大震災記念協会　人と防災未来センター

　　　　　　語り部　東田せつ子 氏

講演テーマ：「阪神・淡路大震災を体験して～地域のつながりと日頃の備え」

○3月 4日（土）午後1時30分～午後3時00分

会　　　場：ふれあいセンターなんとう（村山）

講　　　師：独立行政法人　消防研究所　理事長　室崎　益輝　氏
講演テーマ：「阪神・淡路大震災を体験して～大地震に備えて『いま何をすべきか』」

お問い合わせ　南伊勢町防災安全課 ☎（0599）66-0255

南島幹部交番からの
お知らせ

南島幹部交番の電話番号が変わりました。
平成18年1月10日から南島幹部交番の
電話番号が

「0596－76－0110」
に変わりました。
•各駐在所の電話番号は変わりません。
   

平成17年中の
交通事故発生状況等について
★交通死者19人は、前年より減少
★小俣町、度会町は、死亡事故発生なし
★人身事故発生件数は、増加

❖交通事故の発生状況（概数）
南伊勢町

発生件数 増減数 人身件数 増減数 死者数 増減数

280 -16 53 -5 3 2

負傷者数 増減数 物損件数 増減数

68 4 227 -11

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、

「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
偽

者
D
M（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）や
携
帯
メ
ー

ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名

目
で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
に

「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

（
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
）

■
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送
ら

れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」
と
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル（
D
M
）・
携
帯
メ
ー
ル

等
に
注
意
。

（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け
る

か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

（
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
）

融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で
お
金
を

振
り
込
ま
そ
う
と
す
る
手
口
に
注
意
。

（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お

金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

（
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
）

■「
貸
し
ま
す
詐
欺
」か
も
し
れ
な
い
と
感
じ

た
ら
、
送
金
の
前
に
以
下
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

0
3

－

5
3
2
0

－

4
7
7
5

（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

平
日　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

＊
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話
の
「
受
付

ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。
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平成18年2月
7日（火）ひる 1：30～ 宿浦区民センター
7日（火）よる 7：00～ 神津佐公民館
8日（水）ひる 1：30～ 浮島パークなんとう
＊都合のよい会場へおこしください

主催：南伊勢町

志摩広域行政組合

職員募集要項
募集職種・採用予定人員
　看護職員　　 1 名
応募資格、勤務条件等

• 管内（鳥羽市・志摩市・南伊勢町）に住所を有
する方、または、管内出身者で採用後管内
に居住可能な方。

• 地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しな
い方。

• 看護師、准看護師免許を有する方。（採用
日までに取得見込みの方）

• 普通自動車以上の運転免許を有する方。
• 昭和36年 4 月 2 日以後に生まれた方。
• 夜間勤務、土曜・日曜日および祝祭日等に
勤務が可能な方。

採用予定日　　平成18年 4 月
採用試験日、場所、試験科目
　作文試験・面接試験

　試験日、会場については受験者に後日通知
いたします。

給　与　等
　志摩広域行政組合職員給与条例による。
願書受付期間及び提出先
　　受　付　 2 月20日までの8：30～17：00まで
　　提出先　志摩市阿児町神明1537
　　　　　　志摩広域行政組合事務局
　　　　　　（特別養護老人ホーム才庭寮内）
提出書類

願書、履歴書（組合事務局で交付）、免許状の写し
お問い合わせ
　志摩広域行政組合事務局　☎0599－43－2112

―  新ちゃんのお笑い人権高座  ―

入場無料

 

三
重
県
医
師
修
学
資
金
等

 

貸
与
者
募
集

　

県
で
は
、
へ
き
地
医
療
、
小
児
医
療
、
産
婦
人

科
等
に
携
わ
る
意
思
の
あ
る
医
学
生
、
大
学
院
生
、

臨
床
研
修
医
・
専
門
研
修
医
を
対
象
に
修
学
資
金

等
を
貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
へ
き
地
医
療
機
関
等

へ
転
任
す
る
医
師
に
対
し
て
も
研
究
資
金
を
貸
与

し
ま
す
。
一
定
期
間
、
県
内
指
定
医
療
機
関
等
で

勤
務
し
た
場
合
、
返
還
免
除
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室
救
急
・
へ
き

地
対
策
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
9

－

2
2
4

－

3
3
7
0

E-m
ail
　

iryos@
pref.m

ie.jp

 

退
職
金
で
豊
か
な
生
活

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
?

　

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た

め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

制
度
の
特
色
は

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
退
共
本
部
事
業
推
進
部
広
報
計
画
課

　

☎　

0
3

－

3
4
3
6

－

0
1
5
1

F
A
X
0
3

－

3
4
3
6

－

4
3
6
2

落語家

露の新治さん
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祝
新
成
人

 

第
4
回

新
春
穂
原
凧
あ
げ
大
会

　

1
月
3
日
、
内
瀬
大
橋
付
近
で

内
瀬
み
の
る
会
主
催
の
第
4
回
新

春
穂
原
凧
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
正
月
の
伝
統
行
事
で

あ
る
凧
あ
げ
を
通
じ
て
親
子
の
ふ

れ
あ
い
の
時
間
に
な
れ
ば
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
風
が
強
く
寒
い
日

で
し
た
が
、
参
加
者
は
何
度
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
凧
あ
げ
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
作
り
凧
で
は
変
わ
っ

た
形
の
凧
、
連
凧
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
作
品
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
「
み
の
る

会
」
が
作
っ
た
縦
3
4
0
㎝
、
横

2
2
0
㎝
の
大
き
な
凧
を
あ
げ
会

場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
歓
声
と
拍

手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
4
日
、
新
春
恒
例
の
消
防
団
出
初

式
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
国
旗
、
団
旗
、
町
長
へ
の
敬

礼
の
あ
と
、
永
年
の
勤
続
や
功
績
等
を
た

た
え
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
彰
者
を
代
表

し
て
本
部
副
団
長
の
竹
内
敬
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

新
春
恒
例
の

消
防
団
出
初
式

　

1
月
4
日
、
南
島
地
区
の
成
人
式
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
な
ん
と
う
で
、
ま
た
、
1
月
8
日
は
南
勢
地
区
の
成
人

式
が
町
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
新
成
人
は
南
島
で
72
名
、
南
勢
は
98

名
で
し
た
。
列
席
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
言
葉
に
対
し
、
新

成
人
を
代
表
し
て
矢
野
猛
さ
ん（
南
島
）、
池
村
幸
恵
さ
ん

（
南
勢
）が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
大
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

南
島
町
商
工
会
工
業

部
会
よ
り
車
椅
子
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
28
日
、
南
島
町
商
工
会
の

大
野
慎
治
部
長
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
な
ん
と
う
を
訪
れ
、
南
伊
勢

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
車

椅
子
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
工
業

部
会
が
開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
の
際
の
参
加
者
募
金
を
も

と
に
購
入
し
た
も
の
で
、
社
協
で

は
有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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長
は

谷
せ

川
がわ

　翔
しょう

也
や

くん【17 年・6 月
12日生まれ】

僕の名前は、「しょうや」です。

僕は、いつでもニッコリ笑顔であいさ

つするよ。気分がいい時は、大きな声

を出して、おしゃべりもするんだ。ま

つ毛がおかあさんもビックリの、くり

くりのカールしてるから、時々、おん

なの子と間違えられたりするんだ。

河内（ご両親は、長谷川幹雄・由香子さん）

第6回 南勢地区長距離選手権大会
　平成17年12月10日南勢地区小学生長距離選手権大会
で見事な成績を収めました。
6 年生　1500メートル優勝　濱地明衣さん（吉津陸上クラブ）

愛洲移香斎杯少年剣道大会
　平成17年12月 3 日愛洲移香斎杯少年剣道大会で見事
な成績を収めました。
6 年生　優勝　右田直規くん（五ヶ所小学校）

　

皇
居
の
歌
会

始
で
中
津
浜

浦
・
西
井
常
與

さ
ん
が
県
内
で

唯
一
の
佳
作
に

入
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
長
生
き
は

笑
へ
ば
叶
ふ
と
講
師
言
ひ
三
百
名
は
と

も
に
笑
ひ
き
」
と
歌
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
井
さ
ん
は
、
介
護
す
る
傍
ら
寝
た

き
り
の
母
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
、
短

歌
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
ま
だ

一
人
前
で
は
な
い
で
す
が
、
と
ま
ど
い

を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

歌会始で佳作に入選

●もっと詳しい情報は e-Tax ホームページへ　http://www.e-tax.nta.go.jp
　e-Tax ホームページで、e-Tax の最新情報やご利用に当たっての手続について説明しています。

　〈国税電子申告・納税システム（e-Tax）のお尋ね窓口〉伊勢税務署総務課　1 0596－28－3191

e-Tax を利用してみませんか。
　国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用すると、自宅やオフィスから国税の申告、納税及
び申請・届出の手続きがインターネットでできるため、大変便利です。

 「イータックスだからカンタン」
①源泉所得税の毎月納付分、消費税の中間納付
や申告など利用機会の多い手続きに大変便利
です。
②国税庁ホームページの「確定申告書作成コー
ナー」で作成した申告書を e-Tax に組み込め
ば、e-Tax で申告及び納税ができます。
③ e-Tax に対応した市販の財務会計ソフトを利
用されている場合は、経理・決算処理、申告
書作成・提出、納税という一連の作業を行う
ことができます。

 「e-Tax をご利用いただくためのステップ」
①開始届書と本人確認書類（住民票の写し等）を
税務署へ送付又は持参してください。
②税務署から利用者識別番号等の通知書と
e-TaxソフトのCD-ROMが送付されます。
③ e-Taxを利用する際に必要な電子証明書など
を登録していただきます。
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 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4 
 5 6 7 8 9 10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28

乳
幼
児
健
康
相
談

▼
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
21
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

（
受
付
時
間
）

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

2
月
23
日（
木
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

▼
対
象
者

　

未
入
園
児（
主
な
対
象
者
は
、5
・

7
・
12
・
24
ヶ
月
の
お
子
さ
ん
で
す
。）

1
歳
6
ヶ
月
児
健
診

▼
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
10
日（
金
）

午
後
1
時
〜
1
時
30
分
（
受
付

時
間
）

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者

　

平
成
16
年
6
月
1
日
〜
平
成
16

年
8
月
31
日
生
ま
れ
の
児

3
歳
児
健
診

▼
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
3
日（
金
）

午
後
1
時
〜
1
時
30
分
（
受
付

時
間
）

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者

　

平
成
14
年
6
月
1
日
〜
平
成
14

年
8
月
31
日
生
ま
れ
の
児

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

▽
♪
な
に
か
な
？
な
に
か
な
？

2
月
8
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▽
♪
人
形
劇
を
み
る

2
月
22
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▽
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

3
月
8
日（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
）

▼
対
象
者　

未
入
園
児

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
作
っ
て
遊
ぼ
う

2
月
2
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

子
育
て
サ
ロ
ン
（
村
山
）

▽
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

2
月
8
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

申
込
締
切　

2
月
6
日
ま
で

▽
親
子
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

2
月
14
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

申
込
締
切　

2
月
10
日
ま
で

▽
お
も
ち
ゃ
作
り

2
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

子
育
て
サ
ロ
ン
（
村
山
）

▽
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

2
月
22
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

申
込
締
切　

2
月
17
日
ま
で

▽
雛
人
形
飾
り

2
月
27
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

子
育
て
サ
ロ
ン
（
村
山
）

▽
お
ひ
な
ま
つ
り
会

3
月
3
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

子
育
て
サ
ロ
ン
（
村
山
）

申
込
締
切　

2
月
27
日
ま
で

★
2
月
7
日（
火
）・
24
日（
金
）訪

問
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

☎
・
F
A
X

0
5
9
6
‐
72
‐
1
0
1
4

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

0
5
9
6
‐
76
‐
0
0
7
6

（
子
育
て
サ
ロ
ン
）

E-m
ail nanto-ko@

am
igo2.ne.jp

URL http://www.amigo2.ne.jp/̃nanto-ho/

成
人
健
康
相
談

▼
と
き
・
と
こ
ろ

2
月
7
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う（
村
山
）

▼
対
象
者　

成
人
一
般

2
月
期
児
童
手
当
支
払

　

平
成
17
年
10
月
か
ら
平
成
18
年

1
月
分
ま
で
の
、
児
童
手
当
・
特

別
給
付
を
2
月
15
日（
水
）に
、
各

金
融
機
関
の
受
給
者
口
座
あ
て
に

振
り
込
み
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、

お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

運転免許証の更新の
お知らせ

▼とき・ところ
2 月 9 日（木）　午前10時～10時45分
ふれあいセンターなんとう多目的ホール
2 月23日（木）　午前10時～10時45分
南伊勢町町民文化会館

お知らせハガキに指定された場所で
更新の手続きをお願いします。

更新手続きに必要なもの
①お知らせハガキ
②運転免許証
③手数料
④写真（ 3 ㎝×2.4 ㎝）

●詳しくは
防災安全課（10599－66－0255）
地域サービスセンター総務室（10596－
77－0001）まで
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各業務のお問合わせは各業務のお問合わせは各業務のお問合わせは
月
の
納
税
と
納
付

◆南勢庁舎　市外局番（0599）

総務課 66－1111
行政改革推進室 66－1154
防災安全課 66－0255
企画商工観光課 66－1366
税務課 66－1112
住民保険課 66－1116
健康福祉課 66－1114
介護福祉課 66－1115
地域サービスセンター
　産業土木室 66－1250
　生活環境室 66－2206
会計課 66－1770
議会事務局 66－1781
（FAX）議会フロア 66－2164
（FAX）総務フロア 66－1904
（FAX）企画フロア 66－1846
（FAX）事務課フロア 66－2166
（FAX）地域サービスフロア 66－1113
町立南伊勢病院 66－0011

◆南島庁舎　市外局番（0596）

建設課 77－0008
水産海洋課 77－0007
農林課 77－0006
下水道課 77－0009
水道課 77－0010
生活環境課 77－0005
クリーンセンター 76－1233
地域サービスセンター
　総務室 77－0001
　住民室 77－0011
学校教育課（ふれあいセンターなんとう） 
 76－0001
生涯学習課（ふれあいセンターなんとう） 
 76－1011
（FAX）1階フロア 76－0279
（FAX）2階フロア 76－1660
（FAX）ふれあいセンターフロア
 76－1114

◆出張所

南伊勢町役場 宿田曽出張所
 0599－69－2001
南伊勢町役場 中島出張所
 0596－72－1040
南伊勢町役場 鵜倉出張所
 0596－72－0004
南伊勢町役場 島津出張所
 0596－78－0001

 2

国民年金の免除・納付猶予制度
をご存知ですか?

　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な場合
には、申請により保険料の納付が免除される保険料免除制度があります。
　
 全額免除
　保険料の全額（13,580円）が免除

• 全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、年金
額が 3分の 1として計算されます。

　
 半額免除
　保険料の半額（6,790円）が免除され、残りの半額を納付※

• 半額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、年金
額が 3分の 2として計算されます。

※半額免除された期間について、残りの半額の保険料が納められて
いない場合は、その期間が保険料未納期間となり、障害や死亡と
いった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができな
くなる場合がありますので、ご注意ください。

20歳になられ、所得が少なく保険料を納めることが困難な方について
は、若年者納付猶予制度や学生納付特例制度などの保険料免除制度を
利用することができます。

 若年者納付猶予制度とは?　 学生納付特例制度とは?
学生納付特例制度と若年者納付猶予制度は、所得が無い学生の方や、
他の年齢層に比べ所得が少ない若年層（20歳代）の方が、将来、年金を
受け取ることができなくなることや、不慮の事故等により障害が残っ
てしまった場合に、障害基礎年金を受けることができなくなること等
を防止するため、本人の申請により保険料の納付が猶予される制度の
ことです。

　南伊勢町・朗読ボランティア「さえずり会」「なぎさ会」では、
「広報・みなみいせ」をカセットテープに音訳し、目の不自由な
方や高齢者のみなさんに聞いていただいています。
　テープの必要な方は南伊勢町社会福祉協議会までご連絡くだ
さい。☎0599－66－1211

固 定 資 産 税　 4期分（旧南勢町）

国民健康保険税（料）　11期分（2月分）

住　　宅　　料　 2月分

水　　道　　料　 1月分（旧南勢町）

　　　　　　　　12月分（旧南島町）

介 護 保 険 料　11期分（旧南勢町）

　　　　　　　　10期分（旧南島町）
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日 月 火 水 木 金 土

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

町立南伊勢病院2月勤労者外来診療予定表
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

内科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

5 6 7 8 9 10 11

内科 休診 内科 整形外科
リハビリ 内科 休診

12 13 14 15 16 17 18

内科 休診 内科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

19 20 21 22 23 24 25

内科 休診 内科 整形外科
リハビリ 内科 内科

リハビリ

26 27 28

内科 休診

2月（2/1▶2/28） ごみ収集カレンダー
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分別収集にご協力ください。
FEBRUARY

   月曜から金曜    　午後５時から午後７時まで

  　土　　曜　　　午前９時から午前11時30分まで

※都合により休診になる場合がありますので、病院まで確認をお願いします。 10599-66-0011

～調理実習参加者募集のお知らせ～
　 2月24日（金）に調理実習を開催します。メニュー
は昨年の実習で好評だった「豚まん」です。また、ベー
グルという低カロリーパンも焼きます。寒い時期で
すが、温かいメニューで心と体を温めませんか。
日　時：2月24日（金） 午前10時～午後12時30分
場　所：南伊勢町町民文化会館 調理室
持ち物：エプロン・ふきん2枚・ビニール袋
実習費：500円
申込み：☎0599-66-0011　管理栄養士 山本

 コレステロール教室
●2月3日（金）・17日（金） 午前10時～11時

 糖尿病食事教室（昼食付き）
●2月10日（金）のみ    午前11時～午後12時30分
昼食付きです。付き添いの方にも500円で昼食を
お出しできます。

◆場　所　町立南伊勢病院 2 階会議室

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【五ヶ所・南海】

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【島津・吉津】燃えるごみ

その他プラスチック
白色トレー

缶・燃えないごみ
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】

燃えるごみ
ペットボトル

ビン・ガラス類
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】

粗大ごみ
【島津】

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【宿田曽・神原・穂原】燃えるごみ

その他プラスチック
白色トレー

缶・燃えないごみ
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】

燃えるごみ
発泡スチロール

ビン・ガラス類
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】

粗大ごみ
【鵜倉】

燃えるごみ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

な
ん
と
う
持
込
可

資源ごみ
（紙類・布類・牛乳パック）
【鵜倉・中島】

その他プラスチック
白色トレー

燃えるごみ
ペットボトル

ビン・ガラス類
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】

粗大ごみ
【吉津】

燃えるごみ

缶・燃えないごみ
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】

燃えるごみ
発泡スチロール

ビン・ガラス類
【宿田曽・神原・穂原】
【鵜倉・中島】燃えるごみ

南
勢
最
終
処
分
場

不
燃
物
持
込
可

建国記念の日

缶・燃えないごみ
【五ヶ所・南海】
【島津・吉津】
その他プラスチック
白色トレー

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

粗大ごみ
【中島】


